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第７回（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例策定検討委員会 議事録

日時 令和４年 10 月 21 日（金）午前 10時 00分～午前 11 時 30 分 

場所 磐田市役所本庁舎４階 大会議室 

出席状況 

委員 

日詰 一幸（静岡大学学長） 

村上 勇夫（磐田市自治会連合会会長） 

星野 秀次郎（磐田市自治会連合会副会長） 

藤田  允（竜洋住みよいまちづくり協議会会長） 

青野 博美（豊岡中央地域づくり協議会会長） 

三輪 邦子（NPO 法人磐田まちづくりネットワーク代表理事） 

村田 建三（NPO 法人いきいき・いわた理事長） 

阿部 俊典（公募委員） 

飯田 佳一（公募委員） 

両角 真利（磐田市長野交流センター センター長） 

事務局 

自治市民部：鈴木 賢司部長 

地域デザイン推進室：宮本室長、山田主査、杉田主任、宮崎主事 

傍聴者 ０人 

議事内容 

１ 第１回ワークショップの振返り 

２ 第２回ワークショップに向けて 

３ 地域づくり関係情報の提供について 

録音の有無 有 

発言者の記録 要点記録 

会議記録 

１ 開会 

（事務局） 

改めましておはようございます。定刻になりましたので、第７回、仮称磐田市

協働のまちづくり基本条例策定検討委員会を開催いたします。地域デザイン推

進室の山田です。よろしくお願いいたします。それでは開会に当たりまして、

日詰委員長から御挨拶をいただきます。よろしくお願いいたします。 
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（委員長） 

皆様おはようございます。今日もお時間を割いて磐田市協働のまちづくり基本

条例策定検討委員会に御出席いただきましてありがとうございます。 

９月 30 日に１回目のワークショップが行われまして、それから約３週間たち

ました。委員の皆様にも御出席いただき大変ありがとうございました。磐田市

のよいと思うところ、今後、変化があったらいいなと思うところを話し合うこ

とが出来たと思います。このように、市民の皆様が集まって磐田市のことを話

し合うというのは、まさに磐田市のまちづくりの第一歩だと思っております。

草地市長もおっしゃっていましたけれどもそういうことをずっとやりたかっ

たということでありましたので、市長の思いも叶うことが出来てよかったと思

っております。今日は１回目のワークショップについて皆さんと振り返りまし

て、２回目に向けていろんな御検討をしていただくことになります。短い時間

の中ではございますけれども、どうぞよろしくお願いいたします。 

（事務局） 

ありがとうございました。会議に入る前に、定足数の報告をいたします。委員

12 名中 10 名の御出席をいただいておりますので、（仮称）磐田市協働のまち

づくり基本条例策定検討委員会の要綱第５条第２項に定める定足数の半数以

上を満たしておりますことを御報告申し上げます。また、本日は、傍聴者はお

りませんので、お伝えいたします。本日、原口ファシリテーターにも御出席い

ただいておりますので、お伝えをしておきます。それではここからの進行につ

きましては、委員長にお願いしたいと存じます。よろしくお願いいたします。

（委員長） 

それでは、私のほうで議事を進めさせていただきますのでよろしくお願いいた

します。御手元の次第に基づきまして議事を進めてまいります。それでは、議

事の（1）第１回ワークショップの振り返りということでございます。事務局

から御説明いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

（事務局） 

はい。第１回ワークショップにつきましては、委員の皆様の御出席をいただき

まして誠にありがとうございました。資料の１ページ目を御覧ください。世代

は、10 代から 70 代まで、全部で 46 名の応募がありました。女性の比率につ

きましても、半分までとはいきませんが、まずまずのご参加をいただけたと思

っております。これも、委員の皆様のおかげでございます。ありがとうござい

ました。３ページから６ページ目には、応募いただいた 46 名の動機をつけて

ございますので御参照ください。そして７ページ目から 15 ページ目につきま

しては、第１回ワークショップの概要等の写真、それから 17 ページには、参

加された皆様にお願いしました心に残ったワードのまとめをつけてございま
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す。46 名の参加者のうち、22 名から回答を得ております。これらを御参照い

ただきながら、振り返りをしていただければと思います。事務局からは以上と

なります。よろしくお願いいたします。 

（委員長） 

はい、ありがとうございました。資料を御覧いただいて特に写真を見ていただ

くと、当日のことが、ふつふつと思い出されてくるのではないかと思います。

簡単に事務局のほうから、１回目のいわたまちづくりワークショップについて

の御報告をいただいております。皆様のほうから、御質問、御意見がありまし

たら、お出しいただきたいと思います。いかがでしょうか。 

（委員） 

私が紹介した方々も、当日参加してくださってよかったと思います。「今まで

磐田市はこういうことをやっていたのか」と若い方が言われました。「このと

ころなかったです」と話をさせていただきました。「ワークショップは来年も

あるのか」という話まで出てきました。今年は３回ですが、若い方々が自分の

考えや意見を言う場が少なかったことを実感しました。若い方々が何でも言え

る場、いろんな活動している人たちと出会える場として、この会はとても大事

だと第１回目を終えて思いました。以上です。 

（委員長） 

ありがとうございました。事務局の御説明に対しての質問、御意見だけでなく、

当日のことを振り返りしていただいて、皆さんのお感じになったことをお話し

いただいて構わないと思います。このような御意見もぜひお出しいただければ

と思いますが、ほかの委員の皆さんいかがでしょうか。またファシリテーター

の原口さんもぜひ御参加いただければと思います。よろしくお願いいたしま

す。他の委員の皆さんいかがでしょうか。 

（委員） 

私のグループに大学生の女性の方がいました。大学生の女性とひとつのグルー

プで会話するのはとても新鮮でした。磐田のことをみんなで考え、意見をたく

さん出していただきとても新鮮でした。今後は、市が主導しなくても、地域主

導で長く続けられたらいいと思います。若い人たちの、地域参加のトレーニン

グの場にもなるのではないかと思います。非常に嬉しくなりました。 

（委員長） 

ありがとうございました。他の委員の皆様いかがでしょうか。 
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（委員） 

私のグループは中学生が参加してくれました。若い人は話の中で、「おじいち

ゃんがこう言っています」とか、「お母さんがこう言っています」とお話をし

てくれるので、若い人が来ると、多くの年代の人の意見を集約できるのではと

思いました。私のグループでは話し合いの中で通学路の問題についてでてきま

したが、これは学校へ通って実際に自分が体験していないと、このような問題

は出てこないと思います。現実に近い問題をアピールすることができていい機

会だったと思います。ファシリテーターの配置を考えて班の編成をどのように

変えるのか市のほうでも考えがあると思いますが、１回ごとに班を変えるのも

ひとつの方法だと思います。せっかく顔見知りなったので、もっと奥の深い話

も出るのではないかと思います。班の編成の仕方も、一考していただければと

思います。 

（委員長） 

ありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

（委員） 

私が参加したグループの中で、子育てがしにくいという声がありました。子育

てがほぼ終わりに近い方の年代でした。これがこれからの課題になるのではと

感じました。もう一点は、「磐田は年寄りの方々が結構物を言うので若い人た

ちは発言しにくい」というストレートな言葉もグループから出ました。若い人

たちはそう感じているのだとわかりました。私も言い過ぎないようにします。

（委員長） 

ありがとうございました。他にいかがでしょうか。何かお感じになったことあ

りましたら、ご自由にお話しいただければと思います。 

年齢を超えて、男女の性別を超えて同じグループの中でいろんなことを話し合

えるという機会はあまりないですよね。今、皆さんがおっしゃいましたが、例

えば地域のことは大人に任せておけばいい、さらにはある程度、時間の自由な

方に任せておけばいいというようなことになってしまいます。当然そこに来ら

れる方は、大体似たような方々、立場の方々だけになってしまいます。ですか

らそれ以外の年齢層や状況の方々が集まって同じ課題に対して意見を交わす

というのは、とてもいいことだと思います。いろんな考え方が出てきますので、

それを受けてどういう方向に向かうのがいいのかということをみんなで話し

ていきますと、一人ひとりが当事者意識を持つことになります。そこを通して、

まちづくりに自分はどのように関われるのかを考えていただけるようなきっ

かけになるのではないかと思います。今年だけで終わってしまうのはもったい

ないということですが、当然、市では継続的なことを考えていただけるものだ

と思っております。他に何か皆さんがお感じになったことがありましたら、ご
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自由にお話しいただければと思います。 

（委員） 

ワークショップの時間の制約上難しいのかもしれないですが、参加者が、３分

間か５分間、自由に自分たちのグループでは出なかった意見を各テーブルへ見

に行くことができる進行があればもう少しよかったと思います。 

（委員長） 

ありがとうございます。他にどうですか。 

（委員） 

いろいろ話を聞いていて思うのは、昔は婦人会や子ども会がありましたが、今

はほとんどその活動がなくなってきています。今あるのは、理事会や防災会で

す。理事会や防災会の意見は出てきますが、実際に生活して困っているという

話は意外と婦人会や子ども会の中や井戸端会議の中から出てくると思います。

そのような情報や声が集約されにくくなっているような気がします。困ってい

る人たちや弱い立場の人たちは、声を出すことすら難しくなっているので、そ

れをどう拾い上げて、大きな問題にならないうちにどう手を打つかが市の課題

でもあると思います。同時に地域の課題でもあると思いました。 

（委員長） 

はい。ありがとうございます。他にございますか。 

（委員） 

ふたつあります。ひとつは、市に要望したくて来た人がいました。「要望する

ために来た」と言っていましたので、日常的に発言する場がなかなか無いので

はないかと思いました。もうひとつは、グループの中で「歴史文化は大事であ

るのに磐田市はＰＲすることが下手である」という意見が出てきました。今後

の課題だと思います。 

（委員長） 

はい、ありがとうございます。市民討議会という名前で、日本のあちこちでこ

の種のことが取り組まれているわけですが、やはりまち独自の進め方があるわ

けです。それは、その地域に根差したいろいろな環境があるわけですから、そ

れをうまく生かして、市民の皆様がそこに入って、意見交換ができるような形

にするということでやっていると思います。磐田市独自のワークショップの在

り方というものを、これから皆さんと一緒につくっていただければいいのでは

ないかと思います。意見を出しっ放しにするのではなく、それを今度は自分の

問題として捉え、自分がどういう形でまちづくりに関われるのかということを
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考えていただきたいです。そして、さらにそこに自分が入っていけるような環

境循環をつくっていただくというきっかけとして、ワークショップを使ってい

ただいたらいいのではないかと思います。そういう形で、今回のワークショッ

プをさらに発展していけるような方向を皆さんと一緒に、この場でも考えてい

けたらいいと思っています。他に何かございますか。原口さんのほうで磐田市

の皆さんは話を聞かないとおっしゃっていました。何かありましたらどうぞ。

（原口ファシリテーター） 

はい、皆さんどうもありがとうございました。いろんな自治体でやっていると

地域性が見えてきます。グループ内で話をしていて、誰かの声が大きくて終わ

らないという自治体も結構あります。磐田の方はみんなが喋っているイメージ

です。参加者の方から、声が大きい人に対してやめさせてはどうだろうという

意見をいただいたことがあります。例えば、手を挙げてやめさせるとか、会話

を止めてしまうとか、ベルを鳴らすなど。しかし今回、あえてそういうことを

しませんでした。皆さんがまず話すのが一番の目的であったし、いろんな価値

観やいろんな経験の中で、同じことを言わないということを知ってもらう、そ

の多様性みたいなものを意識してもらうことが一番大事だったということも

あります。ワークショップをやることを目的にしたくなかったので、みんな目

線が違うという、先ほどの通学路もそうですが、私たちは車でしか通らないの

で分からないですが、子どもたちが歩いていたり自転車に乗っていたりする

と、暗さが違うので、ここに電灯が欲しいっていうのが分かります。牧之原市

も、横断歩道が欲しいという意見が子どもから出ていました。ワークショップ

の時間が本当に少なくて、９時終了だと、皆さんの御自宅に帰る時間は９時半

になってしまいます。子どもさんを預けられてくる方は、９時半までやってし

まうと帰る時間が 10 時になってしまいます。今回のワークショップも 10 分延

長してしまいましたが、その辺のところもとても気にかかります。今後、ワー

クショップを積み重ねてきたら、１日ワークをやるととても楽しいと思いま

す。午前中みんなで講義的なものを受けて、みんなでお弁当を食べて、午後み

んなでつくり上げていったりする形があったりとか。そういう時間がたくさん

あれば、阿部さんの言われたように、見せるという必要性もあって、見ること

によって書き方も皆さん全然違うということを感じてもらえるということも

あります。よく私は「アナログ版のパワーポイントだよ」と言うのですが、模

造紙に最初から絵を書いていく人がいたり、短縮で書く人がいたりと、そうい

う違いもみんなで感じてもらうことも面白いのではないかなと思っています。

このワークショップは、多世代がいろんなことを言えたり若い人がものを言え

たりできる場所なのですが、ずっとこれをやっていると、不平不満が出てきま

す。ただやるだけじゃないかと。次につなげて欲しいと必ず出てくるので、今

回も行政の政策につながるようなポイントが出てきたと思います。やはり、そ

ういうところをどんどん拾い上げて、そこについて市民が話合いをする場をど



７

んどんつくっていくということが大事です。行政が主体ではなく、行政はあく

までも下支えをしていただく中で市民がやっていくというのが必要だと思い

ました。ですから、今やっているのは、対話をオープンにしていく場所で、み

んなが何となく感じてもらう場所で、「夜の市役所はこうなっているのか」と

か、何でもいいです。「しっぺい君はエレベーター乗るのか」とか。そういう

ものを感じてもらって、まちづくりに関わってもらいます。だんだんこれが進

んでいくと、さらにワークショップを取り入れて、皆さんの中で合意形成して

いきたい。今回は感じるというところで終わっていますが、だんだん合意形成

につながるようにつなげていかないと、皆さんが今後飽きてしまうと思ってい

ます。少しずつ段階を踏みながら、いろんな形でやっていければなと思ってい

ます。11月のワークショップで参加者の方にお見せ出来たらなと思う牧之原

市のＤＶＤを、後でお見せしようかと思っています。これは 10 年続けて、市

民が積み重ねたまちづくりなので、また御参考にしていただければと思いま

す。また、もっとこういうやり方してほしいということがあれば言ってくださ

い。時間内でできる限りやらせていただきたいと思っています。 

（委員長） 

はい、ありがとうございました。今、原口さんからお話がありましたが、何時

からやるかというのはすごく大事ですよね。今回はお勤めになっていらっしゃ

る方々も御出席いただけるということで、19 時からになりました。やること

の中身が結構ありますから、なかなか２時間の中でよりよくやっていくのは難

しい場合もあります。今お話がありましたように、土曜日の１日、あるいは半

日を使ってやるなど、いろんな工夫の仕方があると思いますので、それはまた

皆さんと御相談しながら、やっていければいいと思います。 

それから、委員が御指摘になりましたけれども、テーマごとに、シャッフルし

て参加する人たちを入れ替えていくやり方もあります。そうしますと、人が固

定化されませんので、その都度新しい人が入ってきたりして、いろんな形がで

き上がってきます。その中で、先ほど原口さんもおっしゃいましたが、声の大

きい人は必ずいます。その声の大きい人に、グループの討議が引っ張られてい

くという可能性があるのですが、シャッフルしていきますと、ある時には、「も

うあなたいいから黙っていて」みたいな感じでそのグループの中で言われて、

しゅんとなってしまう人もいます。意外とグループの中でそういう相乗効果が

生まれてくるということもあります。そして、人が変わるといろいろな意見を

聞けるという、いろんなメリットもあります。メリットだけではありませんけ

れども、そのようないろんな手法もありますので、そういうことを御紹介いた

だきながら皆さんにとって一番合うような形をつくっていければと思います。

それから合意形成が必要なテーマもあると思います。その場合も、そこで全部

が決まってしまうというわけにはいきませんけれども、一応市民の了解として

はこういうものがあるのだということを市へあげることは出来ます。それをベ
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ースにして最終的には議会でどうするかということを決めていただくことに

なるのですが、議会がその意見を聞く機会にもなりますので、これは非常に大

事なことではないかと思います。かつては、「俺たちは市民の代表なのだから

俺たちが決めるのだ」というように、市議会は言うわけですが、「市民の声を

本当に聞き取っていますか？」という話になるわけです。その時にこのような

ワークショップや市民ディスカッションなどがとても大事になってきます。や

はり議員の皆様も市民の声に耳を傾ける、あるいは声を聞き、聞いてみるとい

う姿勢が出来てくると市民と議会との関係性も非常によくなっていくと思い

ます。いろいろな効果が出てくる可能性がありますので、いろんな形で皆さん

の意見を聞き取りながらやっていければと思います。 

次に進みます。１回目のワークショップについていろいろと御意見いただい

ておりますので、２回目のワークショップに向けてこれから、どのようにやっ

ていったらいいのかっていうことを、これから皆さんの御意見いただきなが

ら、検討してみたいと思います。まず事務局から説明お願い出来ますでしょう

か。 

（事務局） 

はい。それでは 19 ページ目を御覧ください。次回は、11月 24 日木曜日にな

ります。次回御出席予定の方、委員につきましてはよろしくお願いいたします。

次回ワークショップの目標ですが、協働を考えること、それから市民自治を知

っていただくこととなります。テーマは、「課題を解決するために市と市民が

一緒にやれることを見つけよう」としまして、第１回と同様、始めに委員のほ

うから、参加者に対して、磐田市の現状とこれからということについてお話を

していただきたいと考えております。次回は阿部委員と飯田委員に御説明をお

願いしたいと思っておりますが、21 ページ目から 24 ページ目に、パワーポイ

ントの資料のイメージをあらかじめ作ったものを付けてあります。そのうち

23 ページ目を御覧いただきたいと思います。前回の委員会で御意見をいただ

いたとおり、作成の段階から事務局と一緒に委員さんと作成を進めていきたい

と思います。現時点でのシート作成のイメージを、皆さんとも共有させていた

だきたいと思います。初めにシート１では、磐田市の概要、２から４で人口減

少の状況、それから５で人口の比較、６から８で、老齢人口の推移ですとか、

少子高齢化の状況で、９から 10 のシートで、家庭の状況さらには 11 で、公共

施設の老朽化にも少し触れて、シートの 12で現状のまとめという形にすれば、

おおむね、20 分から 30分ほどの説明になるのではないかと思います。これに

つきましては、阿部委員と飯田委員のイメージに沿った形で作成をしていきた

いと思っております。それから、20 ページに参加者名簿をつけてございます。

第１回につきましては、全グループ 10 グループに委員の皆様に入っていただ

きまして、各グループに、女性が２名入るような形で、組分けしてございまし

た。それから世代のバランスを整えてありました。また市民活動センターのっ



９

ぽのほうで、今開催してくれています、ファシリテーターの養成講座を受講中

の方を、各グループに１名ずつ配置してありました。第２回につきましては、

この第１回を欠席された、３名の方が加わりまして、最大 56 名を 10グループ

に分けることになります。基本メンバーをシャッフルする予定ですけれども、

世代のバランスですとか、男女のバランスを考えて組み合わせをすると、思い

切った組合せが出来ないかもしれませんが、考えてみたいと思いますのでよろ

しくお願いいたします。事務局からは以上となります。よろしくお願いします。

（委員長） 

はい、ありがとうございました。第２回目のことにつきましては、19 ページ

のところに、２回目の内容が記されております。今回は、やるべき協働と市民

自治ということを、皆さんと一緒に考えようということになっておりました。

テーマといたしましては課題を解決するために行政と市民が一緒にやれるこ

とを見つけよう。要するに、行政の皆様と、市民の皆様が一緒にやれることっ

てなんだろうか。それは９月 30 日の第１回目のところでいろんな課題が見え

てきたので、そのようなことをベースにしながら、自分たちでやれること、あ

るいは一緒にやれることを考えてみようということです。情報提供というのが

とても大事になってきますが、今回は、阿部委員と飯田委員が、磐田市の現状

とこれからについて、自分事として考えていただくために、いろんな情報提供

をしていただきます。それから、牧之原市では、10 年近くこのような取り組

みをしてきた中で、市民の皆様が自ら自治の主体として参加していくという、

そのような実践が出来つつあります。そのことを御紹介いただくということに

なります。先ほどのグループのことですが、なかなかうまい入替えは出来ない

かもしれませんが、ファシリテーター養成講座に御出席いただいている方は必

ずグループの中に入っていただく中でやっていこうということになっていま

す。それから、阿部委員と飯田委員がお示しいただくような、資料のイメージ

としてはこういうことになっているということで今御説明いただきました。以

上の御説明で何か皆様のほうから御質問、御意見、あるいは今後、２回目は是

非こういうことをしてほしいとか、いろんな御意見があるのではないかと思い

ますが、そういうことを含めて質問御意見ありましたらお出しいただきたいと

思います。いかがでしょうか。 

（委員） 

私の地域でもいろんな人が集まる機会がありますが、その中でいろんな会話が

出るわけです。その時にやはり声が大きい人、流される人がいます。地域の文

化というものがあります。その地域の文化に流されてしまうことがあります。

男性のほうを尊重して女性のほうは裏で頑張っているようなことを美徳とす

る地域です。女性の方々がなかなか表に出にくいというようなことがあるわけ

です。そういう地域の文化にすぐ引っ張られるということに対して、これから
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どのようにしたらいいのか先生にお聞きしたいです。 

（委員長） 

地域の文化や習慣を、立ち切っていくことは、なかなか難しいわけです。それ

を否定してしまいますと、「もうそんなところに行きたくない」という話にな

ってしまうだろうと思います。ですから、そういう地域の皆様が培ってきたこ

とは尊重されなければいけない。大切にされなければいけない部分はあるのだ

ろうと思います。とはいえ、今、社会は変わってきています。今、委員がおっ

しゃいましたけれども、いわゆる性別役割分担と言われるような、男性はこう

あるべきで女性はこうでなければならないというようなそういう、考え方が大

分変わってきています。ですから、そういうことを知っていただいたり、ある

いは気づいていただいたりする、そういう機会になっていただくっていうこと

も大事ではないかと思います。それはやはり、いろんな地域の方々と交わるこ

とによって御自身の考え方が変わっていくことをダイバーシティと言います。

いろいろな方々が多様性を持って集まって話をしていきますと、他の人の意見

を聞くことによって御自身の考え方が変わっていきます。これを意見変容と呼

んでいます。そういうことが容易に起こる可能性があります。ですから、そう

いうこともこういった市民ディスカッションだとか市民委員会だとか、ワーク

ショップのメリットだろうなと思っています。けれども、やはりそういう場合

いろんな方々が入っていただくということを、まずは心がけていただいたらい

いのではないかと私は思っています。他にいかがでしょうか。 

（委員） 

１回目に出させていただきまして、一緒に同席された方が、このまちづくり条

例に文句があるというお話をされていました。その話を聞きたかったのです

が、聞かずに終わってしまいました。他の方は「まちづくり条例を知らない」

とおっしゃったので、紙で資料を分けることが出来ないのかと思いました。ま

た、自己紹介に時間が取られてしまいますので、待っている間に名札を自分で

作ったり、自分のしたいことや名前を書いてシールのようなものを作ったりし

ておけば、話す時間が長くなると思いました。ワークショップの目的が協働の

まちづくり基本条例を知ってもらうということがあるので、手段としてのワー

クショップだけに終わらず、着地点としてこれを市民の目線で条例にしていく

ということがあると思うので、これを見てもらって、どうですかということも

したほうがいいと思いました。 

（委員長） 

今回は、こういうことを経験してもらうことが大きな目標になっていると思い

ます。次のステップとしては、委員がおっしゃったように、委員会がある程度

関わって市民ワークショップを検討していく場合には、やはり我々のミッショ
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ンとして、この協働のまちづくり基本条例をつくるということがあります。そ

れに向けて市民の声を聞くというのは当然必要なステップだろうと思います。

ですから、今後どの様な形で組み込めるか、また検討させていただければと思

います。ありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

（委員） 

先ほどこの条例を、皆知ってもらうというところですが、私が暮らす井通交流

センターに行きますと、市が用意したと思うのですが、この条例の解説書がカ

ウンターに置かれています。実際のところ、カウンターに来た人に読んでもら

えているのかなというところで、どうかと思います。やはり地域の人に知って

もらうという意味では、回覧板は強いと思います。ですから、回覧板に「今、

市と市民でこういうことに取り組んでいますよ。こういう条例をつくろうとし

ていて、ワークショップはこういうことで、これから取り組んでいきます。再

来年の４月に施行しますので、皆さん楽しみにしてください」ぐらいの、何か

そういった１枚のチラシみたいなものを回覧板に入れてもらうというのも一

つの方法だと思います。やはり交流センターにポスターを張っておくのは遡及

効果が限られると思います。ですから、いろんな世代といっても、高齢者の人

数が多いので、回覧板に一枚広報的なものを入れてもらうのが一つの方法かと

思います。ホームページなども、自ら見に行かないと見えないので。回覧から

手を出していくというのも一つ方法だと思います。 

（委員長） 

その辺りもまた皆さんとよく話合いできたらいいなと思います。いろんな効果

的な方法があるのではないかと思います。それもやはり磐田のスタイルの中

で、つくられるべきものもあるのだろうと思いますので、それも皆さんと一緒

にお話出来たらいいです。ありがとうございました。他にいかがでしょうか。

（委員） 

先ほど委員長がおっしゃられた、ワークショップの今後、今年度だけではなく

て、来年度以降というところで、委員の話を聞いて思ったことをお話しします。

回覧板というのも一つの手ではあります。それ以外に今年度に関していうと、

市役所主体で年に３回やるだけというところで、それが市民の近いところに降

りてきているかというと、まだまだ遠いのではないかと思います。今回も、能

動的に応募された方だけが対象になっているので、非常にモチベーションが高

い方だけが対象になっていると思います。協働のまちづくり基本条例の目的の

一つとして、まちづくりに関心がある人を広げていくというのも一つの目標だ

と思います。例えば、ワークショップを市役所で開催するだけではなく、各交

流センターでも開催する。地域づくり協議会が主体になって、各地区でこうい

うワークショップをやっていく。年代としても、普段交流センターに足を運ば
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れる方は、年齢層が高かったり、特定の方になってしまっていたりすると思い

ます。それ以外の方をいかに巻き込むかというところが大事だと思います。地

域づくり協議会や交流センター長が中心になって、磐田市全体でこういうワー

クショップが、年に何度もいろんな地区で開催されるような流れにしていくこ

とが、長い先のスパンで考えたときには非常に重要であると思っております。

（委員長） 

ありがとうございました。まさに委員のお話は全くそのとおりだと思います。

先ほどもお話がありましたように、身近なところでできるということで言え

ば、交流センターというのはひとつの大きな集いの場になっていると思いま

す。そこを活用してやっていくには、市民ファシリテーターの講座に参加して

いらっしゃる方々が育って、そういう方々が中心になって、ワークショップを

リードしていくようなことができてくると、日常的にいろんなところでワーク

ショップができると思います。例えば、今、長野地区で住民アンケートをやっ

ておられて、97％という回収率で本当に驚きました。地域のことについて、関

心を持っていらっしゃる方々が地域づくり協議会を通して、ディスカッション

がなされていくと、地域の中でいろいろな取り組みが発生してきます。ですか

ら、今年はこうやりますけれども、次はどのようにつなげていくのかというこ

とも、ある程度この委員会の中で検討することができればいいなと思っていま

す。しかし、押しつけはしません。こういう方向が考えられるのではないかと

いうことを提案していくということはできると思います。非常に良い御意見だ

ったと思います。ありがとうございました。他にどうでしょうか。 

（委員） 

行政ではこの３回のワークショップをひとつの目処として考えておられます

か。先ほどファシリテーターからもお話がありましたけれど、ある程度参加者

に合意形成ということも必要ではないかと言われていましたので。合意形成す

るためには、この３回の中では無理ではないかと感じています。先ほど委員も

言いましたように、もう少し地域に降ろして、交流センターごとに機会を設け

たりする必要があるのではないかと思います。この３回で合意形成までもって

いくのには無理があると感じます。その点はどう思うか皆さんの御意見を聞き

たいと思います。 

（事務局） 

御意見ありがとうございます。今回ワークショップを開催するに当たって、ど

こまで条例の素案の中に、このワークに参加してくれた方々に入ってもらうか

悩みました。先ほど委員が言われたように、最初に、この条例の素案を配るべ

きなのかどうなのかと悩みました。ただ、条例のために集まってもらうのは、

過大会議にならないかという不安もありました。ですから、今回は条例素案に
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ついては一旦端に置いておいて、磐田のまちづくりについては、皆さんの意見

を聞きたいので、参加してくれた市民の方々が磐田に対してどう思っているの

か、２回目のワークで、これから磐田についての話を聞いた上で、こうしてい

こうよというような意見をいただきたいというところが大前提にあります。今

回の３回では、合意形成というところまでは、事務局としては求めてはいませ

ん。まず、意見を聞くということとその中で出てきたキーワードを、この委員

会の中で素案にどう落とし込んでいくかということを考えていきたいと思っ

ています。今はそのような形でこの３回を進めていきたいと思っています。事

務局としても、１回目のワークショップをやって、相当手応えを感じています。

来年度どうつなげていくのかについては、丁度、当初予算編成の時期ですので、

今年度で終わりにはしたくないなという思いはあります。条例は、令和６年４

月施行ですので、来年度の間に、パブリックコメントなどをやっていく話にな

ると思いますが、条例に絡めてやれるのか、また先ほど委員長がおっしゃられ

たように、住民アンケートをやられた地区は課題が出てきますので、それにつ

いての地域の中でのワークショップというやり方もあると思います。それにつ

いては、地域と相談しながら、事務局も支援していきたいと思っていますので

よろしくお願いします。 

（委員長） 

ありがとうございました。今、委員がおっしゃったような、そういうステージ

で当然あると思います。これは牧之原でも当然そういうステップのステージが

あって、そういうものをいろいろ経験した中で今、市民討議会が行われている

と思います。いずれまた委員がおっしゃったような、合意形成が必要な状況も

出てくると思います。そのときは皆さんと一緒に方向性を考えていくというよ

うなワークショップが出来たらいいと思います。それでは、牧之原市の様子を

御紹介いただいてよろしいでしょうか。 

（原口ファシリテーター） 

はい。今年で 10年になったひとつの地区のまちづくりです。牧之原市では、

いろんなワークをやっていて、地区別、先ほど皆さんがやりたいと言った交流

センターのものと、全市的な政策に関わるものと、２つに分かれてやっていま

した。10年前にスタートした地区のまちづくりのＤＶＤで、７分なので見て

ください。次回のワークショップで流せたらと思っています。 

〈DVD 視聴〉 

（原口ファシリテーター） 

どうもありがとうございました。大したことはやっていません。動画のまとめ

方がとても上手で、どの地区でも子育て支援をやっていることでしょうし、農
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業のこともやっていることだと思います。これは 10 年前にスタートをして、

今年で 10年になりました。このとき８本の柱を立てました。８本の柱を建て

るまで、１年近くみんなで気持ちを積み重ねてきました。中長期で計画を立て

て、10 年後の今回の柱が道の駅でした。ここはちょうど空港のところで、財

産区だったり、お金もあったりした関係もあって、道の駅を最後の目標にして

いました。その間にも、農業の農作隊みたいなものをつくって、自分たちでそ

こで売る畑をつくるなど、積み重ねをしてきた地区です。今年度このワークを

やらせていただいてから 10 年がたちましたが、そのときの人たちが来てくだ

さって、プラスして若い人たちも来てくださいました。10年の間に亡くなっ

た方もいらっしゃいます。人はどんどん変わっていきますが、気持ちは「この

地区よくしたいよね」というところで同じです。ここの地区も 40％近い高齢

化の中で大変ですが、「自分たちがまちをつくっていく」という意識がとても

高いです。それは、対話の場を積み重ねてきたからではないかと思っています。

市民ファシリテーターの研修の話を言われていましたけれども、ここも市民フ

ァシリテーターの研修生みたいな子たちが前に立ってやっていました。本当に

下手でした。本当に下手なので、みんなが協力してくれていました。大事なの

が、プロのコンサルが来てやるのではなく、みかん屋の長男がずっとやってく

れていたことだと思います。みかん屋の長男が下手なのをみんなが一生懸命支

えながら場をつくってきたということがこの地区です。そういうのは市民の中

で積み重ねるのが必要だと思っています。今回、DVD をお見せしようかどうか、

皆さんにも御意見いただきたいと思います。子どもがたくさん来ていました

が、子守りをしているのは、市の職員でした。そういう状況でいいと思います。

その子たちが、高校生になってワークショップに来てくれるかもしれません。

今回の道の駅のときは、地元の単学級の小学校が、道の駅の意見を学校でとっ

てきてくれました。それを、「夜なので行くことはできませんが」と言って、

意見を提供してくれました。ワークの場所はそこだけが必要であるのではな

く、同じ目標の中でいろんなところでやっていけばいいと思います。この地区

は、そのようなつくりだったので、皆さんに御紹介しました。以上です。 

（委員長） 

ありがとうございました。市民ファシリテーターの方が、ある程度育ってやっ

てきたというお話もありました。こういうやり方も成功例だと思います。こう

いう活動が最初から記録として残っていることがすごいと思います。牧之原テ

レビはまだあるのですね。磐田のこれからの新しい歴史をつくっていく、記録

になると思いますが、例えばこれから、長野交流センターのところで、市民ア

ンケート調査の発表会をするとなったときに、それをある程度映像で記録して

いくということもすごくいいことだと思います。ですから、目に見える記録で

残していくことはすごく大事です。牧之原テレビは非営利の活動ですよね。 
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（原口ファシリテーター） 

まだ非営利のままやっていると思います。 

（委員長） 

磐田も市民レベルでこういうメディアをつくっていくことも考えられたら面

白いと思います。おそらくメディアに長けた方がいらっしゃると思うので。何

か牧之原市の御経験、聞いてみたいことはありませんか。 

（委員） 

この地区でのまちづくりの話は他で聞いていたので、今ビデオを見て納得しま

した。 

（原口ファシリテーター） 

ありがとうございます。みんなが普通に来てくださっていました。このときに

印象的だったのが、「ひとり暮らしが寂しい」と言っていたおじいちゃんがワ

ークショップに来てくれるようになったことです。何かを決めていくのが、そ

の人の目的ではなく、誰かと交流するのを楽しみに来てくださった人もいたの

で、そういう意味でも、こういう場は必要なのかなと感じました。 

（委員） 

10 年目とおっしゃっていましたが、その間、人の気持ちがバラバラにならず、

同じ方向を向いてやってくれたっていうのは、何か秘訣がありますか。教えて

いただきたいと思います。 

（原口ファシリテーター） 

はい。皆さん無理をしないことではないかと思います。みなさん本業があった

りとか子育てがあったりとか、いろんなことがある中で、無理せずにやれる人

がそのときに、しっかりとやっていくこと。同じ目的の中で、「今週はちょっ

と時間あるよ」とか、「今、親の具合が悪いから無理だよ」とか、そういうこ

ともあっていいと思います。その時々で、「あいつは来ないのか」と言わずに、

来ないことをいいにしてあげる雰囲気をつくるのが地域ではないかと感じて

います。この地区の人たちも、毎回参加できた人ばかりではなく、いろんな環

境の中で参加できないときがあったと思います。ただ、思いの共有の時間はし

っかりとったなということを自分の中で感じています。 

（委員） 

協議会などのいろんな行事で参加者を募集するときに、今回のワークショップ

ではたくさんの方が応募されていますが、どのようにして参加していただくか

というところを教えていただくと参考になります。 
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（原口ファシリテーター） 

参加いただくのは厳しいのが現状です。きっかけは、ＰＴＡなどいろんなとこ

ろから来ていただいて、楽しいなって感じてもらう場をつくることが１番大事

です。来てもらって、このかたい会議で何もしゃべることがなかったとならな

いようにすること。来た人たちが楽しいテーマを第１回目に確実につくってい

くことが大事だと思います。最初、自ら来たいっていう人はモチベーションの

高い人で、むしろモチベーションが高くない人をプラスにしていくことが大事

です。最初は皆さん「嫌々来た人」と聞くと、手を挙げる人がいますが、それ

でもいいと私は思っています。帰りに少しでもよかったと思ってくれたら、そ

れで十分じゃないかと思います。 

（委員） 

８つのプロジェクトをつくって、その中の道の駅が最初だったという話があり

ましたが、このプロジェクトをどういう方法でまたどういう場で決めたのか教

えてください。 

（原口ファシリテーター） 

当プロジェクトで決めたことは、ほとんどワークショップで決めています。毎

回、月に一度、50 人ぐらい集まって決めて、合意形成を積み上げました。積

み上げた後、策定委員会というところに戻すというような、ジグザグの形をと

りながらやってきました。最終的には、予算のことがあったり、人のことがあ

ったり、８本というのもみんなで８本だねって決めたのも合意形成です。先ほ

ど、赤いシールを貼っていたのが合意形成のやり方で、それを磐田市の３回の

ワークショップの中でもやってみようと思っています。なんちゃって合意形成

でいいと思っています。無理な政策を決めるという合意形成もありますけど

も、こういう方向でいきたいよねっていう合意形成もあっていいのではないか

と思います。何か楽しく合意形成するやり方を今回入れようかなと思っていま

すが、この地区のときはそういう形でジグザグしながら、大体１年ぐらいかけ

てやってきたのが実際のところです。 

（委員長） 

ありがとうございました。それでは、２回目はこのような感じで進めていただ

くということになります。次回のワークショップに向けましては飯田委員と阿

部委員、資料のほうよろしくお願いいたします。それでは最後の３番目になり

ますけれども地域づくり関係情報についてということで、事務局から御説明を

お願いいたします。 

（事務局） 

はい。それでは、連絡事項がメインになってきます。25 ページを御覧くださ
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い。小規模多機能自治関係の講演会や研修会などにつきまして今後の予定にな

りますが、11月 20 日、日曜日に、市民文化会館「かたりあ」で、シンポジウ

ムを開催いたします。川北先生の基調講演に始まりまして、地域づくり実践事

例報告におきましては、中学生以上全住民アンケートを実施した４地域の中か

ら、伴走者であります里山くらしＬＡＢＯと一緒に長野地域に登壇して報告し

てもらう予定でおります。また委員長をはじめ、６名のパネリストによります、

パネルディスカッションもございます。27、28 ページに資料をつけてござい

ます。また御覧ください。昨年も皆様のほうには御案内いたしましたが、今年

も 11 月から 12月にかけまして、全６回のオンライン勉強会を予定してござい

ます。詳細が決まりましたら、またメールにて御案内いたしますので、御都合

がつけば、また、御参加のほうよろしくお願いいたします。地域活動支援者研

修会としまして、８月と９月に交流センター職員と、それから、地区の担当の

保健師向けに研修会を開催しました。今年の１月には、市社協の生活支援コー

ディネーター、ＳＣも同じ研修をもう既に受けておりましたので、次につきま

しては、３者合同で、来年の１月頃年明け１月頃に、地域カルテ作成について

の研修を開催していきたいと考えております。次に、地域活動情報交換会です

が、第１回は福祉、第２回は子育て健全育成活動をテーマに実施したところで

すが、第３回は、防犯交通、第４回は、防災をテーマに計画をしております。

第２回では、市民活動センターの市民ファシリテーター養成講座の受講生も、

こちらを実践の場として、ファシリテーターのアシスト役として入室していた

だき、残りの２回についても、実践の場として提供していく予定を考えており

ます。26ページ、中学生以上の全住民アンケートについてですが、本年度は

４地域が実施しまして、それぞれ、回収率と報告会の予定日を記載してありま

す。いずれも、大変高い回収率となっております。長野地域につきましては、

対象件数が 5,000 件以上もありながら、97.2％と、大変高い回収率になり、ま

さに地域力を感じる結果となりました。ニーズや課題の整理が待たれる状況で

す。29 ページと、30 ページを御覧ください。今後の予定の確認をしておきま

す。今後は、11 月 24 日に第２回ワークショップを開催して、12 月のうちにも

う一度この条例策定検討委員会を開催したいと考えております。その後につき

ましては、第３回ワークショップを１月 26 日に開催して、３月頃に、再びこ

の条例策定検討委員会を開催しまして、本年度の予定は終了と考えておりま

す。本年度につきましては委員の皆様への負担が大変大きい年となっておりま

すけども、年度末まで、引き続き御協力をよろしくお願いいたします。私から

は以上となります。 

（委員長） 

ありがとうございました。ただいま、情報提供ということでありましたけれど

も連絡事項のようなかたちになってしまいましたが、何か皆様のほうから御質

問、御意見がありますでしょうか。 
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それでは特にないようでございますので、本日の議事は以上とさせていただき

たいと思います。次回のワークショップは出席出来ませんが、また盛り上がっ

ていただくことを期待したいと思います。先ほど申し上げましたけれども、阿

部委員と飯田委員、御準備もよろしくお願いいたします。また、当日御参加い

ただく委員の皆様もよろしくお願いいたします。それでは以上をもちまして、

本日の会議を終えたいと思いますが、進行を事務局にお返ししたいと思いま

す。 

（事務局） 

以上をもちまして、第７回、条例策定検討委員会を閉会いたします。皆様あり

がとうございます。 


